
02　暮らしのお知らせ／マチの伝言板
05　協力隊通信
06　町民カレンダー
07　こんにちは地域包括支援センターです

08　病院だより
09　マチの話題
12　ひとのうごき

天塩町幼年防火クラブ 防火歩行パレード【9 月 30 日】

今月の内容

11
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北
留
萌
消
防
組
合

職
員
採
用
資
格
試
験

　

令
和
８
年
度
の
北
留
萌
消
防
組
合
職

員
採
用
資
格
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

■
社
会
人
経
験
者

《
採
用
条
件
（
抜
粋
）》

・
一
般
業
務
の
経
験
年
数
が
、
高
校
卒

業
者
（
短
大
・
専
門
学
校
卒
を
含
む
）

は
５
年
以
上
、
大
学
卒
業
者
は
３
年
以

上
の
者
及
び
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者

・
年
齢
は
40
歳
程
度

《
受
付
期
間
》
随
時

《
試
験
日
時
》
随
時

■
救
急
救
命
士

《
採
用
条
件
（
抜
粋
）》

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
及
び
第
49

回
救
急
救
命
士
国
家
試
験
合
格
者

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

《
受
付
期
間
》
11
月
７
日
（
金
）
ま
で

※
締
切
日
の
消
印
ま
で
有
効

《
試
験
日
時
》
12
月
９
日
（
火
）
11
時

～
17
時
頃

■
一
般
消
防
職
員

《
採
用
条
件
（
抜
粋
）》

・
高
校
卒
業
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学

新
成
人
の
み
な
さ
ま

︵
氏
名
五
十
音
順
・
敬
称
略
︶

更
岸
基
線

石
山
晴
樹

山
手
通
８

大
垣
梨
那

泉
源

今
野
敬
介

南
開
団
地

齋
藤
　

遥

山
手
通
８

齊
藤
陽
南

新
栄
通
３

砂
原
慎
太

山
手
裏
通
７

武
田
　

遥

新
開
通
９

田
澤
来
希

南
開
団
地

多
々
良　
理　
奈

南
町

田
中
聖
哉

南
町

津
田
美
里

山
手
通
１

泊
　

咲
蘭

新
栄
通
11

中　
西　
こ
こ
ろ

苗
畑

己
扇　

陽
菜

新
栄
通
３

宮
越　

奏
音

山
手
通
５

横
山　
　

晴

男
能
富

吉
田　

章
仁

　

次
の
と
お
り
、
令
和
８
年
天
塩
町

二
十
歳
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

《
日
時
》
令
和
８
年
１
月
４
日
（
日
）

14
時
か
ら

《
場
所
》
社
会
福
祉
会
館

《
対
象
者
》
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
２
６

天
塩
町
二
十
歳
の
集
い

■
自
衛
官
候
補
生

《
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
方
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）

《
受
付
期
間
》
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。

《
筆
記
試
験
、
口
述
・
身
体
検
査
》
受

付
時
又
は
各
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校︵
生
徒
︶

採
用
試
験

○
区
分
︓
推
薦

《
応
募
条
件
》
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
者

《
受
付
期
間
》
10
月
１
日
（
水
）
～
11

月
28
日
（
金
）

《
試
験
期
日
》令
和
８
年
１
月
10
日（
土
）

～
12
日
（
月
・
祝
）
※
い
ず
れ
か
１
日

を
指
定
さ
れ
ま
す

○
区
分
︓
一
般

《
応
募
条
件
》
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
方

《
受
付
期
間
》
10
月
１
日
（
水
）
～
令

和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

《
試
験
期
日
》

・
１
次
︓
１
月
24
日（
土
）～
25
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

・
２
次
︓
２
月
12
日（
木
）～
15
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

〒
０
９
７
‐０
０
０
１　

稚
内
市
末
広

５
丁
目
６
番
１
号　

稚
内
地
方
合
同
庁

舎
５
階

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

※
ご
本
人
の
住
民
票
が
天
塩
町
に
な
い

場
合
で
も
、
ご
家
族
が
町
内
に
お
住
い

で
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
12
日

︵
水
︶
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

企
画
商
工
課
広
報
情
報
係

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
０
１

テ
レ
ビ
放
送
電
波
の
停
波
に
つ
い
て

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
ま
す

　

次
の
日
時
・
対
象
に
お
い
て
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
用
ギ
ャ
ッ
プ

フ
ィ
ー
ラ
ー
（
※
）
の
設
備
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
に
伴
い
、
一
時
的
に
テ
レ
ビ

放
送
電
波
が
停
波
い
た
し
ま
す
。

《
日
時
》
11
月
13
日
（
木
）
９
時
30
分

～
９
時
50
分
の
約
20
分
間
に
、
１
～
２

回
に
わ
た
り
停
波
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
視
聴
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

《
対
象
世
帯
》
役
場
屋
上
及
び
更
岸
送

信
点
の
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
テ

レ
ビ
放
送
電
波
を
受
信
し
て
い
る
世
帯

（
※
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

受
信
障
害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い

る
中
継
局
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校
卒
を
含
む
）
で
、
昭
和
60
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

《
受
付
期
間
》
11
月
７
日
（
金
）
ま
で

※
締
切
日
の
消
印
ま
で
有
効

《
試
験
日
時
》
12
月
９
日
（
火
）
９
時

30
分
～
17
時
頃

■
共
通
事
項

・
採
用
条
件
は
抜
粋
で
す
。
詳
細
は
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

《
試
験
会
場
》
北
留
萌
消
防
組
合
消
防

本
部
（
苫
前
郡
羽
幌
町
南
５
条
４
丁
目

６
番
地
）

《
北
留
萌
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

https://w
w

w
.kitarum

oi.com

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
０
１
６
４
（
６
２
）
１
２
２
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
庶
務
課

☎
０
１
６
４
（
６
２
）
１
２
４
６

・
北
留
萌
消
防
組
合
天
塩
支
署

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
５
６
０

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
の
友

好
親
善
を
は
か
り
、
恒
久
平
和
な
社
会

の
構
築
を
希
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
費
用
は
10
万
円
で
す
（
集
合
場

所
ま
で
の
往
復
交
通
費
や
宿
泊
費
等
は

含
み
ま
せ
ん
）。

　

付
添
希
望
者
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
戦
没
者

の
孫
、
ひ
孫
、
甥
、
姪
の
３
親
等
以
内

の
青
年
部
が
付
添
者
と
し
て
遺
児
に
同

行
す
る
場
合
に
は
、
実
際
に
か
か
る
旅

行
費
用
の
３
分
の
１
の
補
助
が
国
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
遺
児
の
参
加
費

か
ら
で
は
な
く
、
旅
費
の
３
分
の
１
が

補
助
）。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
令
和
７
年
度
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
、
今
回
が
最
後
の

実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
、
是
非
こ
の
機

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
者
の
高

齢
化
を
考
慮
し
て
、
看
護
師
が
同
行
し

ま
す
。

　
日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
実
施
地
域
》
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー　

※
相
手
国
事
情
に
よ
り
、
実
施

時
期
の
変
更
や
取
り
や
め
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

春
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
２
０
２
６
年
３
月
・
４
月
の

海
外
研
修
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
海
外
生
活
を
通
し
て
国
際
感
覚
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
説

明
会
、
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

事
前
研
修
を
行
い
、
し
っ
か
り
準
備
し

て
か
ら
出
発
し
ま
す
。

《
研
修
国
》
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

《
内
容
》
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・

学
校
体
験
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
な
ど　

※
研
修
国（
コ
ー
ス
）

に
よ
り
体
験
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

《
日
程
》
令
和
８
年
３
月
21
日
～
４
月

４
日
の
う
ち
の
８
～
14
日
間　

※
研
修

国
（
コ
ー
ス
）
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

《
説
明
会
》
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

《
対
象
》
小
３
～
高
３　

※
コ
ー
ス
に

よ
り
対
象
学
年
が
異
な
り
ま
す
。

《
定
員
》
各
15
名

《
参
加
費
》
29
万
円
～
70
万
円
（
航
空
券
、

宿
泊
費
、
食
費
、
活
動
費
、
海
外
旅
行

傷
害
保
険
、
事
前
研
修
費
な
ど
）
※
研

修
国（
コ
ー
ス
）
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

《
締
切
》
令
和
８
年
１
月
16
日
（
金
）

◆
資
料
請
求
・
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
７
０
‐
０
０
１
３　

東
京
都
豊

島
区
東
池
袋
１
‐
18
‐
１　

H
areza 

Tow
er 

20
階

☎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

FAX
０
３
（
６
３
６
９
）
３
６
９
６

　

て
し
お
温
泉
「
夕
映
」
に
つ
き
ま
し

て
、
施
設
整
備
の
た
め
、
次
の
期
間
は

臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
期
間
》
11
月
10
日（
月
）
～
14
日（
金
）

※
15
日
（
土
）
よ
り
通
常
営
業

て
し
お
温
泉「
夕
映
」

臨
時
休
館
日
に
つ
い
て



4

　秋の深まりとともに、朝晩の冷え込みが厳しくな
り、冬の訪れを感じる季節となってきました。この
時期になると、西高東低の気圧配置の日が多くなり、
冷たい季節風が暖かい日本海を吹き抜ける際に海面
から熱と水蒸気の補給を受けて、海上では発達した
積雲の雲列（筋状雲）が形成されます。これが、日
本海側を中心に降ったりやんだりを繰り返す、時雨

（しぐれ）をもたらします。
　上川・留萌地方では、季節の進行とともにしだい
に雨から雪に変わり、例年、11 月上旬～中旬頃に
地面が雪に白く覆われる「積雪」状態になり、11
月下旬～ 12 月上旬頃には、降った雪がとけずに積
雪状態が継続する「長期積雪（根雪）」が始まります。
　昨年の初雪観測は、旭川・羽幌では 10 月 19 日
で平年並みからやや早く、留萌は 11 月 6 日と平年
よりも遅くなりました。また、旭川では初雪観測か
ら約 40 日後の 11 月 29 日には 1 日で 30 センチ
の降雪を観測しました。一度に多くの降雪があると
そのまま「長期積雪（根雪）」なることもあります。
また、峠や山間部では平地よりも気温が低いため、
平地は雨でも、峠や山間部では路面が凍結したり、
積雪状態となることがありますので、天気予報や週
間天気予報で雪の予報が発表されたら、車のタイヤ

そろそろ冬への備えを

交換など早めに冬の備えを行いましょう。
　また、防寒対策で体調管理をし、非常備蓄品や電
池式ストーブ等の用意で非常時に備えましょう。
　気象台では、冬の始まりに峠や山間部で初めて積
雪状態になるときや、平地で初めて積雪状態になる
と予想された時には、「雪に関する気象情報」を発
表して積雪や路面の凍結による交通障害について注
意を呼びかけています。また、気象庁ホームページ
の「今後の雪」では、1 時間毎に推定した現在の積
雪の深さと降雪量の分布、及び、6 時間先までの予
測を表示することができますので、天気予報や交通
情報などと併せてご
利用ください。

《気象庁 HP「今後の雪」》
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/#zoom:7/
l a t : 4 3 . 3 9 5 7 4 0 / l o n : 1 4 0 . 6 9 0 1 9 8 /
colordepth:deep/elements:snowd

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

12 月号へ掲載を

希望する方は、

11 月 12 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

令
和
７
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

凶
悪
事
件
等
で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し

て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
は
じ

め
と
し
て
、
約
５
９
０
人
に
上
っ
て
い

ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗

等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、
傷
害
、

窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
等
の
事
件
に
関
し

て
指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行

を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被

疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全

国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
御
協
力
を
︕

期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た

捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
御

協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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　町民の皆様こんにちは。天塩町地域おこし協力隊（学芸員）の前川です。
９月 20 日、福祉会館にて「天塩まちづくり・高大連携シンポジウム」が開
催され、約 120 名の方々にご来場いただきました。
当日は、天塩高校 2 年生が総合的な探究の時間の活動として、麗澤大学・
筑波大学の学生と共に考えた地域活性化のアイデアを発表しました。6 つの
班に分かれ、それぞれが工夫を凝らしたスライドを用い、原稿に頼らず発表

　天塩町地域おこし協力隊、天塩川歴史資料館学芸員の鷹尾です。資料館は今年度の最終開館日が来週に迫り、
日々、冬季休館中に行う館内の整備やイベントの準備について考えております。
　当館には、町民のみなさまにご寄贈いただいた天塩町の歴史を物語る上で重要な資料が揃っております。大
正・昭和期に実際に使われていた道具類が多数を占めていますが、その中で、資料館 2 階で展示しているク
ジラの化石はある種の番外編のような立ち位置と言えるかもしれません。天塩町も人間も存在しない、かつて
この場所が海の底にあった時代の生き物の化石。コククジラ科の化石としては世界最古のものとされています。
天塩町民のみなさまでも、テシオコククジラと名付けられたクジラの化石について詳しくご存じの方はあまり
いらっしゃらないのではないでしょうか。
　みなさまにこの化石についてもっと知ってもらうべく、この度、テシオコククジラを発掘された木村方一氏

（沼田町化石館 名誉館長）を講師としてお招きし、「令和 7 年度てしお塾 テシオコククジラ発掘秘話」を開催
する運びとなりました。本イベントは天塩小学校の「総合的な学習の時間」の授業の一環での開催となります
が、一般の町民のみなさまにも広くご参加いただけます。事前予約の上お越しくださいませ。事前予約やイベ
ントに関する詳細情報は回覧のチラシ等をご確認ください。

《令和 7 年度てしお塾　テシオコククジラ発掘秘話》
日時︓11 月 19 日（水）4 時間目（11︓20 ～ 12:05）
場所︓天塩小学校　体育館

※「てしお塾」は、天塩町に関する様々な講話を町民の方々向けに行う、
2018 年に開始したイベントです。

天塩まちづくり・高大連携シンポジウム参加の感想

令和 7 年度てしお塾　テシオコククジラ発掘秘話

していた姿がとても印象的でした。
　審査の結果、天塩産の木材を活用し、食器の製作・販売を提案
した「特産品班」が 1 位となり、11 月には麗澤大学・筑波大学
での発表に臨むことになりました。
　私は今回、地学協働コーディネーターとして、サポート役とい
う立場で参加しました。高校生と大学生が真剣に地域の未来を考
える姿を間近で見ることができ、大変貴重な経験となりました。
私自身が高校生の頃にはこのような活動に触れる機会がなかった
ため、天塩の高校生が地域活性化をテーマに学び、実践できるこ
とをとても羨ましく思いました。
　こうした経験が将来の進路や地域への思いにつながっていくの
ではないかと期待しています。
　そして何より、このような若い世代の取り組みを町民の皆様に
もぜひ知っていただきたいと感じました。保護者の方や、ご興味
のある方はぜひとも高校生の活躍に触れていただき、機会があれ
ばこの度のシンポジウムのような場にご参加いただければと思い
ます。地域の大人との交流が、高校生にとって大きな励みとなり、
次の挑戦への力につながります。今後も学校と地域をつなぐ橋渡
し役として、少しずつ力を尽くしていきたいと思います。
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

10月 27 28 29 30 3111 月 1

2 《文化の日》 3 4 5 6 7 8
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 初回　10 時
・ 優良　13 時
・ 一般　13 時 45 分
・ 違反　15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

○こども園お遊戯会

9 10 《町内回覧日》 12 13 14 15
●糖尿病について
知ろうカフェ

［ふれあいセンター］
10 時 30 分

～ 11 時 30 分

+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○あいあいクラブ
プチ相談日

●地上デジタルテレビ
放送設備メンテナンス
※詳しくは「暮らし
のお知らせ」をご覧
ください。
+ 眼科外来

○託児の日

16 17 18 19 20 21 22
+ 眼科外来
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

《勤労感謝の日》 23 《振替休日》 24 25《町内回覧日》 26 27 28 29
☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来 + 小児科外来
○ 1 歳 6 ヵ月健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時
○乳児健診
12 時 40 分～ 13 時

3012 月 1 2 3 4 5 6

令和 7 年 令和 7 年   　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・11 月の回覧日は 12 日と 26 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

10 12 13 14

+ 糖尿病内科外来 ○あいあいクラブ ●地上デジタルテレビ ○託児の日

てしお温泉「夕映」メンテナンス休館（10 日～ 14 日）



こんにちは地域包括支援センターです
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■
あ
な
た
や
大
切
な
人
の「
も
し
も
の
と
き
」

に
備
え
て
︑
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
︖

　

厚
生
労
働
省
は
11
月
30
日（
い
い
看
取
り
・

看
取
ら
れ
）
を
「
人
生
会
議
の
日
」
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
人
生
会
議
」
ま
た
は
「
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）」と
は
、「
も

し
も
の
と
き
」
に
備
え
て
、
あ
な
た
の
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
や
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な

医
療
や
ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
か
等
に
つ
い

て
、
自
分
自
身
で
考
え
、
家
族
や
信
頼
す
る

人
、
医
療
、
介
護
の
人
た
ち
と
話
し
合
い
共

有
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
決
め
る
こ
と
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
度
も
繰
り
返
し

た
く
さ
ん
お
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
な
ぜ
︑
人
生
会
議
が
必
要
な
の
か

　

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
関
わ
る
大
き

な
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、

約
70
％
の
方
が
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
や
ケ
ア

な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
で
決
め
た
り
、
人
に

伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
「
も
し
も
の
と
き
」
は
、
あ

な
た
の
代
わ
り
に
決
断
す
る
の
は
、
多
く
の

場
合
ご
家
族
で
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
ら
、
家
族
は
す
ご
く
悩
ん
で
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
本
当
に
こ
れ
で
よ
か
っ

た
の
か
な
︙
︙
」
と
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
元

気
な
う
ち
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
て
お
く

こ
と
で
、
あ
な
た
の
気
持
ち
を
知
る
助
け
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
人
生
会
議
は
い
つ
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か

　

い
つ
と
い
っ
た
決
ま
り
は
な
く
、
早
す
ぎ

る
こ
と
も
遅
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が

健
康
な
う
ち
に
始
め
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
病
気
や
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

話
し
合
い
の
時
期
は
、
①
元
気
で
時
間
的

余
裕
が
あ
る
時
（
健
康
な
す
べ
て
の
人
）
②

病
気
が
悪
化
し
た
時
（
高
齢
期
や
疾
病
、
障

害
を
持
つ
人
）
③
人
生
の
最
終
段
階
。
人
生

の
節
目
（
就
職
・
退
職
・
結
婚
・
出
産
な
ど
）

も
良
い
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

話
し
合
い
と
言
っ
て
も
、
家
族
が
遠
方
に

い
て
そ
ん
な
時
間
は
な
い
と
い
う
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
盆
や
お
正
月
な
ど
家
族
が
集
ま
る
機
会

に
話
し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分

で
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
気
持
ち
に
気
が
付

か
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
が
落
ち
着
く
場
所
、
好
き
な
香
り
、
好
き

な
音
楽
、
最
期
の
晩
餐
に
食
べ
た
い
も
の
な

ど
ま
ず
は
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

す
べ
て
の
人
が
人
生
会
議
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
、
個
人
が
主
体
的
に
考
え
進
め
る

も
の
で
す
。
知
り
た
く
な
い
、
考
え
た
く
な

い
方
へ
の
十
分
な
配
慮
も
必
要
で
す
。

話
し
合
い
の
進
め
方
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

福
祉
課
窓
口
で
、
人
生
会
議
ノ
ー
ト
～
天

塩
版
～
を
希
望
者
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

人
生
会
議
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
人

生
会
議
ノ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

人生会議の進め方（例）

◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（2）1728

「人生会議」のススメ

大切にしている
ことは？

あなたにとって大切なことは
何ですか？

大切にしていることを踏まえ、
どのように過ごしていきたいか等を、
信頼できる家族や友人と話し合って
みましょう。

あなたが信頼して、いざという時に
あなたの代わりに受ける治療や介護
について、話し合ってほしい人は
誰ですか？

気持ちが変わるのはよくあること。
何度も繰り返し考えていきましょう。

話し合った内容を、
大切な人に伝えてみましょう。
また、医療や介護の専門職にも
伝えてみましょう。

信頼できる人は
誰だろう？

信頼できる人と
話し合おう

大切な人に
伝えてみよう



病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058
8

No.105

　

私
達
の
足
は
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
歩
く
、
走
る
、
立
つ
」
当
た
り
前
の
よ

う
に
使
っ
て
い
る
足
元
で
す
が
、実
は
“縁

の
下
の
力
持
ち
”
ど
こ
ろ
か
、
文
字
通
り

「
人
生
を
支
え
る
土
台
」
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
、
こ
の

大
事
な
足
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
、
身

体
全
体
の
調
子
も
狂
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

た
と
え
ば
、「
偏
平
足
」、「
外
反
母
趾
」、

「
足
底
腱
膜
炎
」、「
変
形
性
膝
関
節
症
」、

さ
ら
に
は
「
脊
柱
側
弯
症
に
伴
う
歩
行
の

左
右
差
」
な
ど
、
足
の
問
題
が
原
因
で
起

こ
る
症
状
は
意
外
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。中
で
も
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
が「
魚

の
目
（
う
お
の
め
）」
や
「
タ
コ
（
胼
胝
・

べ
ん
ち
）」
と
呼
ば
れ
る
足
裏
の
痛
み
で

す
。
地
味
だ
け
ど
、
歩
く
た
び
に
「
イ
テ

テ
︙
︙
」
と
つ
ぶ
や
き
た
く
な
る
厄
介
者

で
す
。

　

こ
う
し
た
足
の
ト
ラ
ブ
ル
の
裏
に
は
、

足
裏
へ
の
“圧
の
偏
り
”
が
あ
り
ま
す
。

本
来
、
足
に
は
内
側
縦
ア
ー
チ
・
外
側
縦

ア
ー
チ
・
横
ア
ー
チ
と
い
う
天
然
の
「
衝

撃
吸
収
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
ア
ー
チ
が
潰
れ
た
り
、
極

端
に
高
か
っ
た
り
す
る
と
、
体
重
が
一
部

に
集
中
し
、
皮
膚
や
関
節
、
筋
肉
に
過
剰

な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
理
学
療
法
で
よ
く

使
わ
れ
る
考
え
方
、「
運
動
連
鎖
（
キ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
）」。
こ
れ
は
、「
足

が
変
わ
れ
ば
膝
が
変
わ
り
、
膝
が
変
わ
れ

ば
腰
が
変
わ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
身
体

の
一
部
の
動
き
の
ズ
レ
が
、
連
鎖
的
に
全

身
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
理
論
で
す
。

例
え
ば
、
足
の
ア
ー
チ
が
崩
れ
て
か
か
と

が
内
側
に
倒
れ
る
と
、
す
ね
の
骨
の
ね
じ

れ
が
起
き
、
結
果
と
し
て
膝
の
軟
骨
が
す

り
減
る
︙
な
ん
て
こ
と
も
。
逆
に
い
え

ば
、
足
元
を
整
え
れ
ば
、
そ
の
上
に
積
み

あ
が
る
身
体
も
整
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
「
イ
ン
ソ
ー
ル

（
足
底
板
）」。
た
だ
の
“中
敷
き
”
と
侮

る
な
か
れ
。
こ
れ
は
足
に
か
か
る
力
を
上

手
に
分
散
し
、
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
（
骨
や
関

節
の
並
び
）
を
調
節
し
、
足
元
か
ら
全
身

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
頼
れ
る
ア
イ
テ
ム

な
の
で
す
。
痛
み
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、

靴の中から始める健康改革

歩
き
方
の
改
善
や
、
姿
勢
・
体
幹
の
安
定

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
靴
の

中
の
小
さ
な
整
備
士
」
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
足
元
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

を
担
う
の
が
「
義
肢
装
具
士
（
ぎ
し
そ
う

ぐ
し
）」
と
い
う
国
家
資
格
を
持
つ
専
門

職
で
す
。
義
足
や
義
手
の
制
作
だ
け
で
は

な
く
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
イ
ン
ソ
ー
ル

や
装
具
を
通
じ
て
、
患
者
の
動
作
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
職
人
さ
ん
で
す
。

　

イ
ン
ソ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
足
の
痛
み
や

違
和
感
、
歩
き
に
く
さ
と
い
っ
た
問
題
が

根
本
か
ら
改
善
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。「
た
か
が
魚
の
目
」
と
放
っ
て
お

い
た
そ
の
痛
み
も
、
イ
ン
ソ
ー
ル
ひ
と
つ

で
日
常
が
ぐ
っ
と
快
適
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
当
院
に
は
月
に
一
度
、
釧
翔
義

肢
株
式
会
社
よ
り
義
肢
装
具
士
が
来
て
い

ま
す
の
で
、
イ
ン
ソ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

靴
の
中
か
ら
始
め
る
“健
康
改
革
”。

あ
な
た
の
足
元
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。（

文
責
︓
理
学
療
法
士　

高
田
拓
幸
）

足関節

縦アーチ

膝関節

股関節

全身の
安定

どっしり

運
動
連
鎖
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9月11日～10月8日

　

９
月
20
日
、
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸

通
４
）
で
毎
月
恒
例
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
「Te toTe+

（
テ
ト
テ
プ
ラ
ス
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
稚
内
市

上
勇
知
の
ベ
ー
カ
リ
ー
「
埜の

や
（
カ
ヤ
ニ

フ
ァ
ー
ム
）」
を
は
じ
め
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
。
午
後
か
ら

は
ヨ
ー
グ
ル
ト
飲
料
を
使
っ
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
レ
ア
チ
ー
ズ
作
り
が
行
わ
れ
、
小
中

学
生
５
名
が
火
を
使
わ
ず
に
作
れ
る
簡
単

な
お
菓
子
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

テ
ト
テ
プ
ラ
ス
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運

営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
で
、
開
催
日
や
内
容

が
決
ま
る
と
町
内
各
所
に
ポ
ス
タ
ー
が
掲

示
さ
れ
ま
す
。
お
い
し
い
ド
リ
ン
ク
や
ス

イ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
の
で
、
一
度
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お菓子作り体験も　テトテプラス

▲ブルーベリーレアチーズ作りの様子

　

９
月
18
日
、
天
塩
郵
便
局
・
雄
信
内
郵

便
局
の
主
催
に
よ
る
「
絵
手
紙
教
室
」
が

社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
、
町
民
15
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
絵
手
紙
協
会
の

公
認
講
師
・
箕

み
の
う
ら浦

尚
美
氏
が
「
ヘ
タ
で
い

い
ヘ
タ
が
い
い
」「
心
は
王
様
手
は
家

来
」「
心
と
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
と

い
っ
た
絵
手
紙
の
心
得
を
説
明
し
、
筆
で

線
を
引
く
練
習
を
し
た
後
、
ハ
ガ
キ
に
野

菜
や
果
物
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。
参
加
者

ら
は
思
い
通
り
に
描
け
な
い
こ
と
も
楽
し

み
な
が
ら
描
き
、
味
わ
い
深
い
作
品
の

数
々
が
完
成
し
ま
し
た
。
絵
手
紙
は
町
民

文
化
祭
へ
の
展
示
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

宛
先
へ
と
届
け
ら
れ
ま
す
。

絵 手 紙 教 室

▲絵手紙教室の様子

　

９
月
24
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
桂
米
助
・
立
川
志
の
春
落
語
会
」
が

社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
、
約
80
名
が

来
場
し
ま
し
た
。
３
名
の
落
語
家
が
登
壇

し
、
立
川
生
九
郎
氏
は
間
抜
け
な
泥
棒
が

森
に
潜
ん
で
追
い
は
ぎ
を
試
み
る
「
鈴
ヶ

森
」
を
、
桂
米
助
氏
は
ご
隠
居
か
ら
聞
い

た
面
白
い
冗
談
話
を
誰
か
に
喋
り
た
い
が

う
ま
く
い
か
な
い
「
新
聞
記
事
」
を
、
立

川
志
の
春
氏
は
知
識
が
な
い
ま
ま
茶
の
湯

を
始
め
た
結
果
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
「
茶
の
湯
」
を
演
じ
、
体
の
動
き
を

巧
み
に
使
っ
た
落
語
な
ら
で
は
の
会
話
表

現
と
軽
妙
な
語
り
口
で
、
会
場
は
大
き
な

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

桂米助・立川志の春落語会

▲桂米助氏（右）、立川志の春氏（左上）、立川生九郎氏（左下）

　

天
塩
地
区
警
察
官
友
の
会
（
横
山
秀
会

長
）
が
天
塩
警
察
署
に
広
報
用
バ
ッ
ク
パ

ネ
ル
を
寄
贈
し
、
９
月
18
日
に
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
天
塩
警
察
署
で
は
、
こ

れ
ま
で
旭
川
方
面
本
部
か
ら
バ
ッ
ク
パ
ネ

ル
を
借
り
て
お
り
、
そ
の
都
度
片
道
３
時

間
を
か
け
て
受
け
取
り
に
行
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
小
関
貴
史
署
長
は
「
大
変
あ
り

が
た
い
」
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
バ
ッ

ク
パ
ネ
ル
に
は
天
塩
署
の
管
轄
地
域
で
あ

る
遠
別
町
・
天
塩
町
・
幌
延
町
・
豊
富
町

の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は
天
塩
署
で
行
わ
れ
る
感

謝
状
の
贈
呈
式
や
表
彰
状
の
伝
達
式
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

天塩署へバックパネルを寄贈

▲バックパネルの前で横山会長（左）から目録を受け取る小関署長（右）
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天
塩
高
校
で
は
、
魅
力
化
推
進
施
策
の
一

環
と
し
て
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
同

校
卒
業
生
を
招
き
、
自
身
の
経
験
等
に
つ
い

て
講
演
を
行
う
「
オ
ー
ク
ゼ
ミ
」
を
発
足
す

る
こ
と
と
な
り
、
10
月
３
日
、
同
校
Ｏ
Ｂ
の

津
田
廣
喜
さ
ん
（
公
益
財
団
法
人
資
本
市
場

振
興
財
団
理
事
長
）
を
講
師
に
第
１
回
目
の

記
念
講
演
会
が
同
校
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ

全
校
生
徒
、
吉
田
町
長
、
町
議
会
議
員
な
ど

約
１
０
０
名
が
聴
講
。
津
田
さ
ん
は
、
昭
和

42
年
同
校
を
卒
業
し
、
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
後
は
大
蔵
省
に
入
省
、
平
成
19
年
に
は
財

務
事
務
次
官
を
務
め
る
な
ど
国
家
財
政
の
た

め
に
奉
職
、
退
官
後
は
早
稲
田
大
学
教
授
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
自
身
が
高
校
在
学
時
の

思
い
出
を
語
っ
た
後
、「
自
分
が
燃
焼
で
き

る
も
の
を
見
つ
け
人
生
の
糧
に
し
て
ほ
し

い
」
と
生
徒
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

大先輩の講話を聴く天高生

▲講話を聴く天塩高校生

　

９
月
28
日
、
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
「
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
交
流
会
」
が
町
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
、
町
内
外
の
愛
好
家
や
社
協
職
員
を

含
む
約
30
名
が
参
加
し
、
腕
前
を
競
い
ま

し
た
。
参
加
者
ら
は
強
風
が
吹
き
荒
れ
る

な
か
３
コ
ー
ス・27
ホ
ー
ル
を
回
り
、ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
た
人
も
。
こ
の
交
流

会
の
参
加
費
の
一
部
は
、
町
共
同
募
金
委

員
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

︻
大
会
結
果
︼《
優
勝
》
山
口
敏
明
さ
ん
、

《
準
優
勝
》
伊
藤
利
光
さ
ん
、《
ニ
ア
ピ
ン

賞
》
白
田
ツ
ル
子
さ
ん
・
畠
山
益
直
さ
ん
、

《
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
》
渡
辺
英
則
さ
ん
・

柏
木
信
幸
さ
ん

赤い羽根チャリティPG交流会

▲プレーを楽しむ参加者ら

10
月
７
日
、天
塩
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル（
新

栄
通
６
丁
目
）
で
、
天
塩
町
母
子
寡
婦
会

に
よ
る
「
バ
ス
停
サ
ロ
ン
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
バ
ス
停
サ
ロ
ン
」
は
今
年
９
月

に
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
が
２
回

目
の
開
催
で
す
。
現
在
未
利
用
と
な
っ
て

い
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
売
店
部
分
を
活

用
し
、
１
食
に
つ
き
10
円
が
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
寄
付
さ
れ
る
「
お
も
い
や
り
カ

レ
ー
」
を
は
じ
め
、
ド
リ
ン
ク
や
お
菓
子

の
販
売
を
行
い
、
会
員
を
含
め
約
50
名
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
は
今
後
も
継
続
し
て
開
催
さ
れ

る
予
定
で
、
次
回
の
開
催
は
11
月
４
日

（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

母子寡婦会バス停サロン

▲続々と人が集まり、カレーやコーヒーなどを楽しんだ

　
令
和
７
年
度
北
海
道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
留
萌
支
部
主
催
に
よ
る
、
食
育
を
テ
ー

マ
と
し
た
映
画
「
弁
当
の
日
～
﹃
め
ん
ど
く

さ
い
﹄
は
幸
せ
へ
の
近
道
～
」
の
上
映
会
・

特
別
講
演
会
が
９
月
27
日
、
天
塩
高
校
体
育

館
に
て
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
な
ど
50
名
が

視
聴
講
し
ま
し
た
。
同
映
画
は
、
２
０
０
１

年
に
香
川
県
の
小
学
校
長
が
考
案
・
提
唱
し

た
、
子
ど
も
た
ち
が
食
事
を
作
る
経
験
を
通

じ
て
成
長
や
気
づ
き
を
得
て
、家
庭
や
地
域
、

社
会
の
あ
り
か
た
を
見
つ
め
直
す
取
り
組
み

の
過
程
を
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
と
し

て
製
作
し
表
現
。
上
映
後
、
監
督
を
務
め
た

安
武
信
吾
氏
に
よ
る
講
演
で
は
、
子
ど
も
が

台
所
に
立
つ
こ
と
か
ら
食
べ
る
こ
と
や
周
囲

へ
の
感
謝
、
自
己
肯
定
な
ど
、
映
画
に
込
め

た
意
図
や
思
い
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

「弁当の日」上映・講演会

▲上映会後に行われた安武監督による講演の様子
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空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
、
町
内
各
所
で
啓
発
活
動
や

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
、
町
認
定
こ
ど
も
園
お
ひ
さ

ま
の
園
児
ら
で
構
成
さ
れ
る
天
塩
町
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
防
火
歩
行
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
北
留
萌
消
防
組
合
天
塩
支

署
を
出
発
し
た
パ
レ
ー
ド
隊
列
は
、
指
令

広
報
車
と
「
て
し
お
仮
面
」
を
先
頭
に
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
旧
駅
前
通
り
を
行
進
。

沿
道
に
集
ま
っ
た
保
護
者
や
近
隣
住
民
に

女
性
消
防
団
員
ら
が
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
、
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

10
月
３
日
に
は
、
町
内
の
商
店
や
宿

泊
施
設
等
の
防
火
管
理
者
で
構
成
さ
れ

る
「
北
留
萌
地
区
防
火
管
理
者
連
絡
協
議

会
天
塩
支
部
」
の
防
火
管
理
研
修
会
が
天

塩
支
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は

１
１
９
番
に
通
報
し
た
際
の
一
般
電
話
と

携
帯
電
話
で
の
違
い
を
学
ん
だ
ほ
か
、
訓

練
用
の
煙
を
充
満
さ
せ
た
テ
ン
ト
内
を
歩

く
体
験
や
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
を
行

い
、
防
火
管
理
者
と
し
て
の
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

　

同
日
の
夜
７
時
か
ら
は
、
天
塩
町
消
防

団
に
よ
る
非
常
招
集
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

団
員
約
30
名
が
天
塩
支
署
に
集
合
し
ま
し

た
。
団
員
ら
は
ホ
ー
ス
の
設
置
や
接
続
、

撤
収
の
方
法
等
を
確
認
し
た
後
、
河
川
公

園
に
移
動
し
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド
や

訓
練
で
火
の
用
心

▲防火パレードの様子▲河川公園での放水訓練

▼煙体験と 119 番通報の説明

フィナーレは全校生徒で恋ダンス♪

「ラ」から始まる動
物

を描いて……え？

ロミオとジュリエ
ット、

目指すはハッピー
エンド！

天中祭
10月 4日（土）

フィナーレは全校生徒で恋ダンス♪

「ラ」から始まる動
物

を描いて……え？

ロミオとジュリエ
ット、

目指すはハッピー
エンド！

目指すはハッピー
エンド！

天中祭
10月 4日（土）
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印
刷

株
式

会
社

●
ホ
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ム

ペ
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●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
︑
ご
了
承
願
い
ま
す
︒

（
山
手
裏
通
７
）

竹

谷
　

薫　
さ
ん
（
82
歳
）

（
南
町
）

小

澤

福

子　
さ
ん
（
75
歳
）

（
山
手
通
６
）

阿

部

フ

ヨ　
さ
ん
（
94
歳
）

（
南
開
団
地
）

山

内

和

子　
さ
ん
（
92
歳
）

（
山
手
裏
通
２
）

富

塚

信

子　
さ
ん
（
104
歳
）

（
作
返
）

䑓

川

誉
ほ
ま
れ　

さ
ん

亮
さ
ん
・
美
聡
さ
ん
の
二
男

（
苗
畑
）

佐

藤

暁あ
き

　
さ
ん

弘
起
さ
ん
・
美
月
さ
ん
の
二
男

（
字
天
塩
）

岡

村

侑ゆ
う
せ
い晟

　
さ
ん

光
祐
さ
ん
・
奏
衣
さ
ん
の
長
男

（
新
栄
通
11
）

吉

村

凌

佑
　
さ
ん

中

西

史

奈
　
さ
ん

--- 人　口 ----------------
２，５５０ 人  （－ １）

（令和 7 年 9 月 30 日現在）

㊚１，３１５ 人 （+ ５）
㊛１，２３５ 人 （－ ６）

--- 世帯数 ----------------
１，４２７世帯（－ ３）

12/1
・町道民税（６期）
・国民健康保険税（６期）
・固定資産税（4期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
へ

天
塩
町　
　
　
　

天
塩
吟
友
会　
　

様

新
栄
通
５　
　
　

民
宿
さ
と
う　
　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
愛
情
銀
行
へ

︽
香
典
返
し
と
し
て
︾

福
岡
県　
　
　
　

竹

谷

雅

樹　

さ
ん

南
町　
　
　
　
　

小

澤

芳

幸　

さ
ん

新
栄
通
10　
　
　

阿

部

光

子　

さ
ん

富
士
見
団
地　
　

山

内

祥

悦　

さ
ん

山
手
裏
通
２　
　

富

塚　

智
惠
子　

さ
ん

︽
社
会
福
祉
の
た
め
に
︾

天
塩
町　
　
　
　

陶
芸
サ
ー
ク
ル　
　

様

■
恵
愛
荘
へ

山
手
通
８　
　

森

野

朋

子　

さ
ん

海
岸
通
11　
　
　

赤

塚
　

勤　

さ
ん

天
塩
町　

天
塩
商
工
会
女
性
部　

様

天
塩
町　

天
塩
町
無
線
赤
十
字
奉
仕
団　

様

天
塩
町　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会　

様

赤

塚

赤

塚

天
塩
商
工
会
女
性
部

朋

子

　

勤

天
塩
商
工
会
女
性
部

天
塩
町　

天
塩
町
無
線
赤
十
字
奉
仕
団　

様

天
塩
町
母
子
寡
婦
会

Google Play
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから︕

（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

♪
い
つ
も
﹁
広
報
て
し
お
﹂
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
広
報
担
当

の
菅
野
で
す
︒

♪
﹁
て
し
お
仮
面
﹂
が
皆
さ
ん
の
前
に
現
れ

て
か
ら
11
月
で
丸
13
年
に
な
り
ま
す
︒
こ
れ

か
ら
も
色
々
な
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
く
れ
る
そ

う
な
の
で
︑
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

♪
老
若
男
女
問
わ
ず
夢
中
に
す
る
日
本
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
文
化
は
海
外
で
も
知
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
︑
先
日
閉
幕
し
た
大
阪
・
関
西

万
博
で
は
︑日
本
の﹁
ゆ
る
キ
ャ
ラ
﹂
に
倣
っ

て
独
自
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
連
れ
て
き
た
海
外

パ
ビ
リ
オ
ン
が
複
数
あ
っ
た
よ
う
で
す
︒
興

味
が
あ
っ
た
ら
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
︒

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

《応募要件》
①天塩町に在住している午年の方（令和 8（2026）年中に、
12 歳・24 歳・36 歳・48 歳・60 歳・72 歳を迎える方）
②氏名と顔写真を掲載しても差し支えない方

《注意事項》
・他薦の場合は必ず本人に承諾をとってください。
・各年齢ごと 1 名ずつの掲載となりますので、複数の応募があった
場合はご希望に添えない場合があります。

　広報てしお新年号で毎年恒例の「年男 ・ 年女インタビュー」に
ご協力いただける方を募集します︕

《ご連絡先》企画商工課広報情報係　☎ 01632（2）1001 内線 229　✉ kikaku@teshiotown.com

・各年齢ごと 1 名ずつの掲載となりますので、複数の応募があった

午年さん
いらっしゃい！


